
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

蒲原聖氏（特定非営利活動法人「森の育ち場」代表）を講師に迎え、『子供の心に寄り添い、子供の力

を信じる』というテーマで講話をいただきました。共働き等をする家庭が増えたことに、児童の放課後の

居場所づくりが課題となる中、放課後子ども教室や放課後児童クラブに携わる方々が、現場で抱える不安

を自信に変えることのできる実践をたくさんお聞きすることができました。 

【蒲原氏の講話より】 

〈放課後子ども教室や放課後児童クラブにおける児童理解に関して〉 

・子供の存在を「そのまま認めること」が大切である。 

  ・善悪を交えず、ありのままを受け止めることで、子供は「自分を認めてくれる存在 

がいる」と思える。すると子供は「生きている自分」を肯定的に思えるようになる。 

  ・子供は、自ら健やかに成長する力を生まれながらにしてもっている。 

・「褒める」ことや「叱る」ことは、「大人の期待に応える子供」に閉じ込めてしまう 

ことになる。 

  ・これからも子供たちが、森の中で自然と遊び、人と心を通わせながら「自分」になっていく場を 

提供したいと考えている。 

【参加者の声】 

  ・心の触れ合いを大事にすることに大変共感しました。 

  ・子供たちがのびのびと主体的に過ごしている様子を 

見て、とても羨ましいなと思いました。 

  ・蒲原先生の話を聞いて、子供の自己肯定感や行動力を 

育む方法を今後も探っていきたいです。 

  ・フリーサマーキャンプの開催は、本当に羨ましいです。 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記ＱＲコード から。バックナンバーも見ることができます。 
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蒲原 聖 氏 

令和４年度 学校・家庭・地域の連携協働推進事業  

第1回放課後子ども総合プラン指導者研修会（オンライン開催）
７月６日（水）開催 

参加者：４０９名 

７月１日（土）開催 

参加者：２８２名  

◇基調講演 演 題：『これからのスポーツ推進委員に期待されるマネジメント力』 

講 師：松岡 宏高 氏（早稲田大学スポーツ科学学術院 教授） 

◇全体研修 パネルディスカッション 

     テーマ：『スポーツ推進委員が目指す共生社会 ～コーディネーターとしての役割をとおして～』 

◇事例紹介 ①シッティングバレー（山形県障がい者スポーツ指導者協議会） 

      ②モルック（山形県モルック協会） 

      ③パックカール（ほなみふれあいスポーツクラブ） 

【参加者の声】 

・知らないスポーツを知ることができ、様々な活動に視野を広げることも大事だと思いました。 

・ミッションとビジョンを知り、相手が何を望んでいるのか（目的と手段）をアンケートだけでなく日常生活の会話から

も調査し、活動や組織継続を「どうにかうまくやる」、この「どうにかうまくやる」が1番頭に入った言葉でした。 

生涯スポーツに興味のある方は社会教育課担当までお問い合わせください。 

３５市町村にサテライト会場を設け、３年ぶりに初のオンラインで研究大会を

開催しました。コロナ禍での開催方法について、大会実行委員（西村山地区）を

中心に様々な工夫をしての実施でした。 

基調講演では、スポーツマネジメントの観点から松岡先生より講演していただ

きました。また、全体研修では、寒河江会場で行った４地区のスポーツ推進委員

代表によるパネルディスカッションをライブ配信。事例紹介は、事前に事務局が

撮影・編集した映像の視聴とし、新たなスポーツ事例を具体的に知るチャンスと

なりました。 

「ネットワーク（ＮＷ）型研修会」 
開講式を実施しました。 

 今年度の上記研修会は、３つの研究コース（７部会：国語、 

社会、算数、理科、生活・総合、インクルーシブ、ＩＣＴ） 

で実施します。多くの先生方から参加していただき、各コース 

に応じて充実した研修会が行われるのではないかと期待してい 

るところです。 

前半は、指導課 菅谷内敦主任指導主事が、「『指導と評価の 

一体化』による確かな学力の育成」について、学習指導要領 

改訂の考え方と学習評価について、ポイントを関連付けて講義 

を行いました。研修者自身の現状を見つめるために指導課作成 

の授業改善シートを使い、セルフチェックをしながら自己の課 

題と研修の目的を再確認しました。 

後半は、それぞれの部会ごとに「研究テーマ」と「育成を 

目指す資質・能力」を設定し、テーマに沿った研修を行うた 

めの計画を立てました。 

必要感に応じた研修内容になるように、授業提供による研修 

だけでなく、指導案の検討・実践事例を持ち寄っての情報交換 

・幼稚園の保育参観など工夫して研修を進めていく予定です。 

＜研修者等の声＞ 

 

 

 

 

 

 

 

「育成を目指す資質・能力」に迫る授業づくりを通して研修を深め、 

日々の実践を積み上げていきます。 
 

校内の研究授業に向けて、指導案

の検討を研修者の方と一緒にしてい

きたい。 

 幼保小の接続を考えると

きには、保育の現場を参観

できるとよりイメージが高

まると思う。 

県教育センターの研修では、

多様な講師による講座が充実し

ているので、ネットワーク研修

と関連して進めることができる

のではないか。 

 授業を参観することも大事

だが、全ての学校に行くこと

は難しいから、それぞれの実

践を持ち寄って検証すること

もできるのではないか。 


